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瀬戸内海における湾灘別の赤潮発生状況について 

 

平成１５年における瀬戸内海の赤潮発生状況について、湾灘別の件数、延

域面積当たりの件数及び水域面積当たりの延赤潮面積を整理した結果を下図

面積当たりの延赤潮面積は、大阪湾が特に大きな値となっている（図－４参
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注： 赤潮が複数の湾灘にまたがる場合、発生件数はそれぞれの湾灘に計上されてい

湾灘の発生件数の合計は、瀬戸内海全体の発生件数と一致しない。 

図－１ 湾灘別・赤潮発生件数（平成１５年） 
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図－２ 湾灘別・延赤潮面積（平成１５年） 

 

1 
資料
赤潮面積、水

に示す。水域

照）。 

33

13

防灘豊後水道  

る。このため、各

,441

89

防灘豊後水道  



 

0.010

0.033

0.018

0.014
0.017

0.001 0.001

0.009

0.002

0.009

0.005

0.000

0.005

0.010

0.015

0.020

0.025

0.030

0.035

紀伊水道大阪湾 播磨灘備讃瀬戸備後灘 燧灘 安芸灘 広島湾 伊予灘 周防灘豊後水道

件
数
 /
 年
 /
 水
域
面
積
(件
/
km
2
)

 
出典： 瀬戸内海漁業調整事務所の資料をもとに環境省で作成 

図－３ 湾灘別・水域面積当たりの赤潮発生件数（平成１５年） 
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出典： 瀬戸内海漁業調整事務所の資料をもとに環境省で作成 

図－４ 湾灘別・水域面積当たりの延赤潮面積（平成１５年） 
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